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Management of Varicocele for Male Infertility:　Results of a Global Practice Survey and Comparison with Guidelines and Recommendations. World J Men’s Health 2023 
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Antigen Microarray Predicts Acute Antibody-Mediated Rejection in ABO-Incompatible Kidney Transplantation. Transplant international : official journal of the European 
Society for Organ Transplantation 35 10248-10248 2022

英文原著 26
Y Kijima T Nozaki et al. , Allogeneic Kidney Transplantation After COVID-19: A Case Report , Transplant Proc
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Nagata, Shuji Isotani, Shigeo Horie Clinical use of expanded prostate cancer index composite-based health-related quality of life outcomes after robot-assisted radical 
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Therapy on Pelvic Floor Muscle Dysfunction.PUBLISHED January 19th, 2022 DOI:10.5772/intechopen.94692
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Anthony C. F. Ng, Michael Y.C. Wong, Shuji Isotan, Practical Management of Urinary Stone Springer SingaporeWritten by experienced experts from Asian Urology 
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231-239
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Shuji Isotani, Shuji Isotani, The Three-Dimensional Virtual Surgical Simulation and Surgical Assistance for Optimizing Robotic Partial Nephrectomy, IntechOpen. 
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Kitamura K, Isotani S, Muto S, Horie S. Efficacy of pembrolizumab in a rare type of bladder cancer arising 25 years after augmentation cystoplasty. BMJ case reports. 
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Horie. Kidney Transplantation for a Patient With Protein C Deficiency Using Activated Protein C Concentrate: A Case Report. Transplant Proc. 2022;54(10):2754-
2757.
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of print.
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Asia-Pacific Society for Sexual Medicine, Taiwan (Web), April 10th. 2022

国際学会発表 7
Masayoshi Nagata, Bone Scan Index (BSI) of Bone Scintigraphy and Detection of Circulate Tumor Cells (CTC) Are Strong Predictive Factors on Effectiveness of 
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Women in transplantation medicine and research . International Symposium Schloss Herrenhausen, Hannover 6.10.2022
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和文原著 1 家田 健史、安野 雄太、呉 彰眞、高畑 創平、日野 安見子、和久本 芳彰、5- アミノレブリン酸塩酸塩の投与後に Sp02低下を認めた 1例、泌尿器外科、2022、35（3）、243­246

和文原著 2
松本 洋明, 川合 剛人, 木村 友和, 志賀 健一郎, 清水 史孝, 野原 隆弘, 福原 秀雄, 三宅 牧人, 西山 博之, 筋層非浸潤性膀胱癌の診療について本邦多施設アンケート調査結果TURBTの現状に
ついて(PDD,NBI含む), 泌尿器外科2022, 35,1195-1202.
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和文総説 1 辻村　晃、精索静脈瘤根治術の適応と有効性、臨床婦人科産科「最新の不妊症診療がわかる!」、2022; 76(4): 271-273

和文総説 2 辻村　晃、泌尿器科の漢方治療－後編、男性不妊症・男性性機能の漢方療法、泌尿器Care&Cure Uro-Lo、2022; 27(2): 247-250

和文総説 3 辻村　晃、特集:高齢者の泌尿器疾患 update　―病態に基づく診断・治療上の問題点―、日本臨牀, 2022; 80: 972-977

和文総説 4 辻村　晃、男性更年期障害の症状と診断・治療　臨床精神薬理、2022; 25: 811-817

和文総説 5 辻村　晃、男性不妊症に対する生殖医療の保険適応によるメリットとデメリット、臨床泌尿器科、2022; 76:686-689

和文総説 6 辻村　晃、男性不妊症、不妊とくすりの現在―ここが変わった!治療法・治療薬から保険制度までー、薬局、2022; 73(10): 2493-2497

和文総説 7 白井雅人、辻村　晃:陰嚢の縫合、臨床泌尿器科、2022; 76: 472-475

和文総説 8 平松一平、辻村　晃:専門性と多様性を両立させる!泌尿器科外来ベストNAVI　内分泌疾患、精索静脈瘤、臨床泌尿器科, 2022; 76(4): 205-208

和文総説 9 平松一平、辻村　晃:専門性と多様性を両立させる!泌尿器科外来ベストNAVI　内分泌疾患、高度乏精子症、臨床泌尿器科, 2022; 76(4): 201-204



和文総説 10 白井雅人、辻村　晃:3章2、勃起不全、泌尿器科のくすり　こう選び、こう使う、日本医事新報社、2022; 114-123

和文総説 11 白井雅人、辻村　晃:3章3、射精障害、泌尿器科のくすり　こう選び、こう使う、日本医事新報社、2022; 124-128

和文総説 12 辻村　晃、加齢男性性腺機能低下症候群と肥満、肥満研究、2023 in press

和文総説 13 辻村　晃、不妊治療への保険適応の概要:男性不妊編、泌尿器科、2023 in press

和文総説 14 辻村　晃、血精液症、今日の治療指針2023年版、2023 in press

和文総説 15 白川智也, 男性の性腺機能低下症ガイドライン2022, 日本内分泌学会雑誌, 2022; 98: 133-137

和文総説 16 白川智也, 男性の性腺機能低下症ガイドライン2022, 糖尿病・内分泌代謝科, 2022; 55(3): 1-11

和文総説 17 白川智也, メンズヘルス外来, 臨床精神医学, 2022: 51(11)

和文総説 18 白川智也, 第４版アンチエイジング医学の基礎と臨床, 日本抗加齢医学会テキスト, 2022

和文総説 19
永田 政義, 前立腺癌を対象にした最新の基礎研究　– トランスレーショナルリサーチによる未来予想図 - , 2. リキッドバイオプシーによる前立腺がん治療のprecision medicine, Prostate Journal 9(1); 
16-22, 2022

和文総説 20
中川 由紀, 三重野 牧子, 市丸 直嗣, 森田 研, 中村 道郎, 堀田 記世彦, 尾本 和也, 田崎 正行, 伊藤 泰平, 牛込 秀隆, 荒木 元朗, 祖父江 理, 山田 保俊, 島袋 修一, 剣持 敬, 湯沢 賢治, 
日本臨床腎移植学会 腎移植臨床登録集計報告(2022) 2021年実施症例の集計報告と追跡調査結果 移植 57(3) 199-219 2022

和文総説 21 中川 由紀,【腎代替療法のすべて】(第3章)腎代替療法の現状と問題点、求められるケア わが国の腎代替療法の現状と問題点 腎移植 腎と透析 92(増刊) 81-87 2022

和文総説 22
磯谷 周治 HoYAGレーザーとツリウムレーザーを用いた結石治療
泌尿器科 = Urology / 泌尿器科編集委員会 編 15(3) 229-235 2022年3月

和文総説 23
磯谷 周治 【RAPNにおけるシミュレーションおよびナビゲーションシステムの活用】シミュレーションを駆使したRAPN 
Japanese Journal of Endourology and Robotics 35(2) 184-188 2022年9月

和文総説 24
磯谷 周治 尿路結石内視鏡手術における教育手法
泌尿器科 = Urology / 泌尿器科編集委員会 編 16(4) 476-481 2022年10月

和文総説 25
磯谷 周治 特集 レーザー泌尿器科手術の現在、HoYAGレーザーとツリウムレーザーを用いた結石治療—Laser lithotripsy for managing urolithiasis : use of the holmium : YAG laser and 
with thulium fiber laser—
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和文著書 1 辻村　晃、総論　なぜ不妊症・不育症になるのか?　不妊治療に必要な基礎知識　男性生殖の基本、改訂第2版　データから考える　不妊症・不育症治療、株式会社メディカルビュー社, 56-61, 2022

和文著書 2 辻村　晃、各論2　疾患別の治療　男性不妊症、改訂第2版　データから考える　不妊症・不育症治療、株式会社メディカルビュー社, 299-303, 2022

和文著書 3 辻村　晃、各論　男性不妊症　Q & A、改訂第2版　データから考える　不妊症・不育症治療、株式会社メディカルビュー社, 437-443, 2022



和文著書 4 辻村　晃、サプリメントの機能性、日本抗加齢医学会認定テキスト第4版、送ったところ

和文著書 5 辻村　晃、薬物療法の対象と治療法について教えてください、入門!不妊外来で役立つ精子学、中外医学社、送ったところ

和文著書 6 白川智也, LOH症候群診療の手引き, 医学図書出版, 2022

和文著書 7 白川智也, 精液, 臨床検査データブック, 医学書院, 2022

和文著書 8
河野春奈、「泌尿器科」16巻2号特集／泌尿器科領域の遺伝性疾患とゲノム医療の最前線　「9．常染色体優性多発性嚢胞腎」、化学評論社、2022年、166-170

和文著書 9 河野春奈、腎と透析93巻4号（10月増大号）特集　囊胞腎、　バルドキソロンメチル、東京医学者、2022年、611-614,

和文著書 10
河野春奈、「泌尿器科」15巻5号（2022年5月）特集/泌尿器科領域における腎機能障害治療:保存期から移植まで　「5．多発性嚢胞腎における腎機能障害診療」、化学評論社、2022年、513-
519

和文著書 11 河野春奈、医学書院「今日の治療指針」、「嚢胞性腎疾患」、2022年

和文著書 12 河野春奈、（株）研友企画出版、「BIG DOC（家庭医学大全科七訂版）」、「単純性腎嚢胞」「多発性嚢胞腎」「特発性腎出血」「先天性腎尿路異常」

和文著書 13 脇田　春彦, 堀江　重郎, 月刊泌尿器科, 科学評論社, 2022年4月, ページ392-398

区分 番号 全著者名,論文名,掲載誌名, 掲載年;巻（号）:ページ番号 国際共同

和文症例報告 1
泊 美樹, 平野 央, 安野 雄太, 三戸 統, 野波 隆寛, 白川 智也, 中村 聡, 永島 優生, 石川 圭祐, 芦澤 健, 知名 俊幸, 河野 春奈, 清水 史孝, 松下 一仁, 永田 政義, 中川 由紀, 磯谷 周治, 
武藤 智, 和久本 芳彰, 堀江 重郎 同時に発見された右尿管癌、左腎癌の重複癌の一例 泌尿器外科 35(7) 635-635,  2022年7月

和文症例報告 2
安野 雄太, 知名 俊幸, 泊 美樹, 野波 隆寛, 三戸 統, 白川 智也, 永島 優生, 中村 聡, 石川 圭祐, 芦澤 健, 平野 央, 清水 史孝, 松下 一仁, 永田 政義, 磯谷 周治, 中川 由紀, 和久本 芳彰, 
武藤 智, 堀江 重郎 ロボット支援腹腔鏡下前立腺摘除術における術中空気塞栓症の1例  泌尿器外科 35(7) 636-636,  2022年7月
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国内学会発表 1 白川智也, 生体電気インピーダンス分析から測定された位相角は性腺刺激ホルモンと関連する, 第22回日本抗加齢医学会総会, 大阪国際会議場, ポスター, 2022年6月19日

国内学会発表 2 白川智也, 順天堂医院泌尿器科メンズヘルス外来を初診した患者の症例背景, 第23回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会, パシフィコ横浜, 一般口演, 2022年9月10日

国内学会発表 3 白川智也, 順天堂医院泌尿器科メンズヘルス外来における初診患者症例背景と外来での工夫, 第22回メンズへルス医学会, Web, 一般口演, 2022年9月17日

国内学会発表 4 白川智也, テストステロンと臨床検査値, 泌尿器抗加齢医学研究会サマーミーティング, ヒルトンニセコ, 2022年9月25日

国内学会発表 5 白川智也, 根治的腎摘除術後の残存尿管に尿路上皮癌が再発した一例, 第8回日本泌尿器腫瘍学会, 神戸ﾌｧｯｼｮﾝﾏｰﾄ, ポスター, 2022年10月22日

国内学会発表 6
池端 嘉裕,小林 拓郎,芦澤 健,平野 央,北村 香介,清水 史孝,永田 政義,堀江 重郎, 漢方とアンチエイジング:尿路上皮癌に対する十全大補湯の治療効果検討, 第22回抗加齢医学会総会,大
阪,2022年6月19日



国内学会発表 8
呉 彰眞, 月見 友哉, 石井 千晴, Aw Wanping, 河野 春奈, 知名 俊幸, 清水 史孝, 永田 政義, 磯谷 周治, 武藤 智, 堀江 重郎, 福田 真嗣. 前立腺癌に対するアンドロゲン遮断療法を用いた薬剤
的去勢に伴う腸内環境変化, 日本癌学会総会,横浜, 2022年9月30日

国内学会発表 9
池端 嘉裕, 小林 拓郎, 芦澤 健, 平野 央, 北村 香介, 清水 史孝, 永田 政義, 堀江 重郎.漢方とアンチエイジング-尿路上皮癌に対する十全大補湯の治療効果検討-,
日本抗加齢医学会総会, 大阪, 2022年6月18日

国内学会発表 10
中川 由紀, 小笠 大起, 野崎 大司, 河野 春奈, 知名 俊幸, 清水 史孝, 永田 政義, 磯谷 周治, 武藤 智, 堀江 重郎, 日本移植学会男女参画共同委員会. 日本における腎移植の性差の検討,日本
透析医学会, 横浜, 2022年7月2日

国内学会発表 11
湯澤 克仁, 芦澤 健, 永島 優生, 池端 嘉裕, 知名 俊幸, 清水 史孝, 永田 政義, 磯谷 周治, 中川 由紀, 武藤 智, 堀江 重郎. 41年間無機能な左自己尿管に移植腎の腎盂吻合を行った1例. 日
本臨床腎移植学会, 2022年2月24日

国内学会発表 12 清水史孝、武藤智、堀江重郎ら. ロボット支援膀胱全摘術におけるICUD:VIP法変法による新膀胱造設. 泌尿器科再建再生研究会, 2022年6月4日

国内学会発表 13
白井雅人、石川圭祐、平松一平、水島和彦、靏　崇光、黒澤　誠、呉　彰眞、上阪裕香、野崎大司、辻村　晃、MEN’S TRAINING CUP KEEP TRAININGを用いた早漏治療についての検討、第31
回日本性機能学会東部総会、東京都千代田区、2022年4月23日

国内学会発表 14
永田 政義, 平野 央, ⾧屋 直哉, 堀江 重郎, 骨シンチグラムBone Scan Index (BSI)と血中循環腫瘍細胞検出を指標とした骨転移去勢抵抗性前立腺がんに対するenzalutamideの有効性の評価, 
第23回ホルモンと癌研究会, 2022.6.17 福島

国内学会発表 15
永田 政義, 菊地 栄次, 神戸 杏, 佐藤 聖士, 大木 美栄, 遠藤 シェーラ, 梶田 昌裕, 西山 博之, 根治切除不能な尿路上皮癌患者を対象としたアベルマブ維持療法に関する使用成績調査(中間報告), 
日本泌尿器腫瘍学会 第8回学術集会, 2022.10.22 神戸

国内学会発表 16 木村僚喜，当院のロボット支援前立腺全摘除術におけるHood techniqueの施行経験，第36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会，神戸国際会議場、神戸国際展示場，2022年11月12日

国内学会発表 17 中村 聡, 当院におけるディスポーザブル軟性尿管鏡を用いた経皮的経尿道的同時砕石術の治療成績, 第36回日本泌尿器内視鏡ロボティクス学会総会, 神戸, 2022/11/11

国内学会発表 18 知名俊幸、ロボット支援腹腔鏡下前立腺摘除術における術後リンパ嚢胞の予防的手術手技、第14回日本ロボット外科学会学術集会、Web会場・Web発表、2022年2月26日

国内学会発表 19
⾧屋直哉、PSMA Expression in Circulating Tumor Cells in Blood and Inhibition of Androgen Receptor Signaling、第81回日本癌学会学術総会、パシフィコ横浜、2022年9月29日
（木）-10月1日（土）

国内学会発表 20 ⾧屋直哉、血中循環腫瘍細胞におけるPSMA発現とアンドロゲン受容体シグナル伝達阻害との関連、第21回ホルモンと癌研究会、 コラッセふくしま、2020年8月28日（金）～29日（土）

国内学会発表 21 ⾧屋直哉、前立腺癌リンパ節転移におけるCXCケモカイン/受容体発現、第26回日本がん分子標的治療学会学術集会、石川県立音楽堂、2022年7月19日（火）～8月1日（月）

国内学会発表 22
高橋慶至　水島和彦　高澤直子　磯部英行　堀江重郎　右精巣の違和感を主訴に偶発的に見つかったGerm cell neoplasia in situ: GCNISの1例　第87回日本泌尿器科学会東部総会　軽井沢 
2022.10.28

国内学会発表 23 高澤　直子　当院で施行した80歳以上の高齢者に対する骨盤臓器脱手術についての検討　日本女性骨盤底医学会　　大宮　2022.7.２

国内学会発表 24 高澤　直子　POPに対するメッシュ手術後の再発症例に対するLSC手術の経験　第15回日本骨盤臓器脱手術学会　　横浜　2022.4.９

国内学会発表 25 中川 由紀, 三重野 牧子, 剣持 敬, 湯沢 賢治, 小笠 大起, 堀江 重郎, 腎移植登録事業の現況 ドナーのフォローの必要性 , 第58日本移植学会2022.10.15　名古屋

国内学会発表 26 中川 由紀, 小笠 大起, 野崎 大司, 毎熊 将行, 鈴木 祐介, 堀江 重郎。腎移植患者に対してHIF-PH阻害薬の効果の検討 第58日本移植学会2022.10.15　名古屋

国内学会発表 27
中川 由紀, 野崎 大司, 小笠 大起, 知名 俊幸, 河野 春奈, 清水 史孝, 磯谷 周二, 永田 政義, 武藤 智, 堀江 重郎, 抗ドナー抗体陽性患者における術前IVIGの使用経験
 　第37回　腎移植血管外科　2022.6.9　⾧島



国内学会発表 28
遠藤 亮子, 中川 由紀, 工藤 一恵, 江花 耕介, 田口 南, 柏野 純一, 小笠 大起, 堀江 重郎, 毎熊 政行, 鈴木 祐介, 五十嵐 瑞恵, 岡田 綾　移植医療を担う次世代の移植コーディネーターの必要性 
移植医療について医療現場の現状と課題  55回日本臨床腎移植学会2022年2月17-19日東京

国内学会発表 29
江花 耕介, 中川 由紀, 遠藤 亮子, 工藤 一恵, 川崎 南, 柏野 純一, 小笠 大起, 毎熊 政行, 鈴木 祐介, 堀江 重郎, 伊藤 千夏.コロナ禍でのコメディカルとしての移植システム作りの対応と対策  55回
日本臨床腎移植学会2022年2月17-19日東京

国内学会発表 30
野波隆寛、矢内惇郎、湯澤克仁、安宅勇人、三戸　統、北村香介、坂本善郎、武藤　智、堀江重郎:進行性前立腺癌に対する拡大リンパ節アック正RARPとその安全性　第36回日本泌尿器内視鏡・ロ
ボティクス学会　神戸, 2022年11月10日

国内学会発表 31
三戸　統、矢内惇郎、湯澤克仁、安宅勇人、野波隆寛、北村香介、坂本善郎、武藤　智、堀江重郎:ロボット用自動吻合器を用いた女性RARC＋ICUD回腸導管　第36回日本泌尿器内視鏡・ロボティ
クス学会　神戸, 2022年11月10日

国内学会発表 32 矢内惇郎、北村香介、湯澤克仁、安宅勇人、三戸　統、野波隆寛、坂本善郎、武藤　智、堀江重郎:膀胱小胞癌の2例、第639回　日本泌尿器科学会東京地方会　東京, 2022年12月22日

国内学会発表 33 河野春奈、武藤智、堀江重郎、ほか「嚢胞腎協会設立の歩みと展望」、第52回日本腎臓学会東部学術大会、東京　虎ノ門ヒルズ、2022/10/23

国内学会発表 34 河野春奈、武藤智、堀江重郎、ほか　「日本人ADPKDのPKD遺伝子変異の検討」、第65回日本腎臓学会学術総会、神戸、2022/06/12

国内学会発表 35 河野春奈、森潔、松原雄、柳田素子、シスプラチン腎症の早期診断における新規AKIバイオマーカーの診断精度、第65回日本腎臓学会学術総会、神戸、2022/06/11

国内学会発表 36
日本人男性における、尿中スペルミンとマルチパラメトリックMRIを用いた前立腺癌診断の予測についての検討
磯谷周治、Peter Ka-Fung Chiu、芦沢健、清水史孝、知名俊幸、家田健史、斉藤恵介、永田政義、中川由紀、Ka-Leung Wong, Chi-Fai Ng、堀江重郎
第37回 前立腺シンポジウム　2022年12月

○

国内学会発表 37
村元 啓仁, 平野 央, 永田 政義, 河野 春奈, 知名 俊幸, 磯谷 周治, 堀江 重郎
転移性腎細胞癌におけるサルコペニアの予測因子と炎症マーカー(Prognostic factors of sarcopenia and inflammatory markers in metastatic renal cell carcinoma)
日本サルコペニア・フレイル学会  2022年10月

国内学会発表 38
磯谷 周治 【RAPNにおけるシミュレーションおよびナビゲーションシステムの活用】シミュレーションを駆使したRAPN Japanese Journal of Endourology and Robotics  日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学
会 2022年9月

国内学会発表 39
呉 彰眞, 月見 友哉, 石井 千晴, Aw Wanping, 河野 春奈, 知名 俊幸, 清水 史孝, 永田 政義, 磯谷 周治, 武藤 智, 堀江 重郎, 福田 真嗣
前立腺癌に対するアンドロゲン遮断療法を用いた薬剤的去勢に伴う腸内環境変化(Gut environment changes due to androgen deprivation therapy in patients with prostate cancer)
日本癌学会総会  2022年9月

国内学会発表 40
"入江 直広, 村元 啓仁, 白川 智也, 河野 春奈, 知名 俊幸, 磯谷 周治, 堀江 重郎
高齢者の泌尿器疾患に併存するフレイルの実態 日本サルコペニア・フレイル学会  2022年10月"

国内学会発表 41 永島 優生, 尿膜管摘出術後の臍欠損に対して梶川2法変法による臍形成術を施行した1例, 第19回泌尿器科再建再生研究会, 秋田, 2022年6月4日

国内学会発表 42
平松 一平、岩端 威之、田中 貴士、大坂 晃由、上村 慶一郎、岡田 弘、齋藤 一隆、杉本 公平, 15歳以下の男児癌患者に対する妊孕性温存（精子もしくは精巣組織凍結）の現状、第12回日本が
ん・生殖医療学会学術集会（名古屋国際会議場　2022月2月13日）

国内学会発表 43
平松一平、大坂晃由、下村之人、岩端威之、上村慶一郎、寺井一隆、田中貴士、新屋芳里、正木希世、竹川悠起子、岡田　弘、杉本公平、精索静脈瘤の診断という観点から男性不妊症治療医（泌
尿器科医）の存在意義について考える、第41回日本アンドロロジー学会学術大会（福島県いわき市　2022年6月3日）

国内学会発表 44 石川　圭祐　男性の夜間多尿に伴う夜間頻尿に対するデスモプレシンの当院での初期経験　第29回日本排尿機能学会　北海道札幌市　2022/9/1-9/3

国内学会発表 45 石川　圭祐　回腸利用新膀胱造設術後に代謝性アシドーシスを有した患者背景の検討　日本泌尿器腫瘍学会　第８回学術集会　兵庫県神戸市　2022/10/22-23

国内学会発表 46 脇田　春彦　前立腺癌と白血球テロメア⾧および骨髄由来免疫抑制細胞との関連, 第22回日本抗加齢医学会総会, 大阪, 2022.06.17



国内学会発表 47 脇田　春彦　前立腺癌と白血球テロメア⾧および骨髄由来免疫抑制細胞との関連, 第23回ホルモンと癌 研究会, 福島, 2022.06.18

国内学会発表 48 脇田　春彦　進行性尿路上皮癌に対するペンブロリズマブの治療効果と骨髄由来免疫抑制細胞（MDSC）との関係, 第26回日本がん分子標的治療学会学術集会2022.06.30

国内学会発表 49
脇田　春彦　The relationship between the therapeutic effect of pembrolizumab on advanced urothelial carcinoma and MDSC, 第81回日本癌学会学術総会, 　横浜, 
2022.09.30

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1 辻村　晃、排尿障害・メンズヘルスへの対応、第210回香川県泌尿器科医会、高松市Web、2022年2月8日

特別講演・
招待講演

2 辻村　晃、Male LUTS最近の話題、第12回下総泌尿器連携会、千葉市Web、2022年2月10日

特別講演・
招待講演

3 辻村　晃、泌尿器科疾患と性差、日本性差医学・医療学会　認定制度研修セミナー、Web、2022年2月20日）

特別講演・
招待講演

4 辻村　晃、夜間頻尿の性差、シンポジウム6、高齢者診療の性差におけるニューノーマル、第15回日本性差医学・医療学会学術集会、Web、2022年2月20日

特別講演・
招待講演

5 辻村　晃、ブライダルチェックから見えた男性不妊症、第10回関西生殖医学集談会/第54回関西アンドロロジーカンファレンス、大阪市Web、2022年3月5日

特別講演・
招待講演

6 辻村　晃、男性不妊症の現状―精子は大丈夫か―、第17回日本A-PART学術講演会、東京都Web、2022年3月27日

特別講演・
招待講演

7 辻村　晃、男性生殖生理・生殖内分泌、日本生殖医学会2022年度生殖医療従事者講習会、ビデオセミナー、東京都、2022年4月26日

特別講演・
招待講演

8 辻村　晃、加齢男性性腺機能低下症候群とフレイル、第64回日本老年医学会　シンポジウム、大阪市、2022年6月3日

特別講演・
招待講演

9 辻村　晃、透析患者の更年期・性機能障害、第67回日本透析医学会学術集会、シンポジウム、東京都 2022年7月3日

特別講演・
招待講演

10 辻村　晃、精液所見のあれこれーWHOの新基準－、教育講演、第40回日本受精着床学会総会・学術講演会、東京都 2022年7月28日

特別講演・
招待講演

11 辻村　晃、ED診断と治療のモダリティー、モーニングセミナー、第22回日本メンズヘルス医学会、Web、2022年9月18日

特別講演・
招待講演

12 辻村　晃、男性不妊症に対する生殖医療の保険診療化を迎えて―泌尿器科医師の役割―、第87回日本泌尿器科学会東部総会、軽井沢市、2022年10月28日

特別講演・
招待講演

13 辻村　晃、Male LUTSの24時間排尿パターンとビベグロンの効果、第87回日本泌尿器科学会東部総会、ランチョンセミナー、軽井沢市 2022年10月28日

特別講演・
招待講演

14
辻村　晃、診療科連携ーどのように連携すべきか　各施設の現状から学ぶ　泌尿器科における内分泌疾患に対する他科との連携、第32回臨床内分泌代謝update、シンポジウム、東京都、2022年11月
11日

特別講演・
招待講演

15 辻村　晃、男性更年期障害（加齢男性性腺機能低下症候群） 最新の話題、第6回内分泌・代謝疾患連携セミナー、大阪市、2022年12月7日

特別講演・
招待講演

16 白井雅人、辻村　晃、男性のからだ～男性も女性も知って欲しい、男性のからだの仕組み～思春期保健を学ぼう!（群馬県思春期保健対策事業）、群馬県高崎市（Web）、2022年7月23日



特別講演・
招待講演

17 永田 政義, 堀江重郎, スポンサードセッション; 腎がんにおけるリキッドバイオプシー、現状と課題ならびに薬物療法について, 第6回Liquid Biopsy研究会, 2022.1.29 京王プラザホテル, 新宿

特別講演・
招待講演

18
永田 政義, 教育セミナー2「前立腺における新規ホルモン薬の役割」転移性前立腺がん薬物治療のupdate, 日本アンドロロジー学会 第41回学術集会, 2022.06.03 ホテルハワイアンズコンベンションホール 
ラピータ, 福島

特別講演・
招待講演

19
Masayoshi Nagata, T Ashizawa, H Hirano, N Nagaya, S Horie, 転移性去勢抵抗性前立腺がんにおけるLiquid biopsy解析とその臨床応用の現状と課題 Analysis and clinical 
application of liquid biopsy from patients with metastatic castration-resistant prostate cancer, 腫瘍別シンポジウム「前立腺癌　アップデート2022　―基礎研究から最新の臨床までー」, 
第81回日本癌学会学術総会, 2022.10.1 横浜

特別講演・
招待講演

20
永田 政義, (座⾧かつ演者) ワークショップ「Think different in 進行前立腺がんの診断:最新画像診断と Liquid Biopsy」PSMA画像診断から標的治療へ:血中循環腫瘍細胞CTCにおけるPSMA発
現, 第 87 回日本泌尿器科学会東部総会 2022.10.28 軽井沢, ⾧野

特別講演・
招待講演

21
永田 政義, 教育セミナー「多様化する進行性前立腺がん治療　～タキサンはキードラッグか? ～」転移性前立腺がんに対するタキサン化学療法の意義, 第74回泌尿器科学会西日本総会, 2022.11.5 北
九州, 福岡

特別講演・
招待講演

22
中川由紀1)2) 、野崎大司1)、小笠大起1)、知名俊幸1)、河野春奈1)、清水史孝1)磯谷周二1)、永田政義1)、毎熊将行2) 、鈴木祐介2) 、堀江重郎1
「腎臓移植後妊娠 日本の現状」第42回日本妊娠高血圧学会、東京2022.10.29

特別講演・
招待講演

23 中川由紀　腎移植におけるHIFーPH阻害剤の使用効果と腎保護作用の検討　2021年第三回日中臓器提供・移植学術会議日程（中日友好医院web 2022.10.28

特別講演・
招待講演

24 中川 由紀, 野崎 大司, 小笠 大起, 知名 俊幸, 河野 春奈, 清水 史孝, 磯谷 周二, 永田 政義, 武藤 智, 堀江 重郎, 　教育講演9　腎移植up to date 　第67回　透析学会　2022.7.1　横浜

特別講演・
招待講演

25 中川 由紀, 野崎 大司, 小笠 大起, 知名 俊幸, 河野 春奈, 清水 史孝, 磯谷 周二, 永田 政義, 武藤 智, 堀江 重郎, 東京女子医科大学企画 2　女性と透析　日本における腎移植の性差の検討 　
第67回　透析学会　2022.7.2　横浜

特別講演・
招待講演

26 中川由紀　2021年腎移植統計速報　 55回日本臨床腎移植学会2022年2月17-19日東京

特別講演・
招待講演

27 河野春奈、「保存期予後説明」、第52回日本腎臓学会東部学術大会

特別講演・
招待講演

28 Uro-Stone Hackathon, The surgical training course, Asian Urological Surgery Training and Education Group,  24 September 2022, ○

特別講演・
招待講演

29
石川　圭祐　総テストステロン値・LH値に基づくLOH（加齢性性腺機能低下症）症状を主訴とした患者背景の検討　日本アンドロロジー学会　第41回学術大会　
福島県いわき市　2022/6/3-4


